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ガバナー月信

　10月は職業奉仕月間でもあり、米山月間でもあります。
　先ず職業奉仕です。職業奉仕の標語である “He profits most who serves best”を、
通常「最も良く奉仕する者、最も多く報われる」と訳しますが、私はこの意味がど
うしても理解できませんでした、というよりも頭が「受入れ拒否」を示すのでした。
といいますのは「奉仕」という言葉が、「無報酬で行なう」という意味に取れてし
まうからです。職業を無報酬で行なうことはあり得ませんので、“serves” を「奉仕」
以外の言葉で訳すことを考えました。そして “profits” を文字通り「利益を上げる」
と訳し、“serves best” を「最も良いサービスを提供する」と訳すと、全体では「最も
良いサービスを提供する者が、最も利益を上げることができる」となり、すんなり
と頭に入ってきます。格調の点では少々劣るかも知れませんが、迷いがなくなった
という点では大きな収穫でした。
　次に職業倫理訓に触れます。現在はロータリーの文献から抹消されてしまった職
業倫理訓をガバナー月信で12回連載物として取り上げています。初期ロータリーの
職業奉仕の精神であったこの倫理訓11ヶ条を、職業倫理委員会にお願いして、条文
ごとに解説を加えて皆様のご理解に役立てようとしました。ロータリーが高い倫理
観を持つ職業人の集まりと考える方は、職業倫理訓逐条解説を是非お読みください。
　次に米山です。奨学生36人が皆様のクラブに卓話に伺います。いずれの奨学生も
優秀ですので、将来母国と日本との架け橋になってくれることを期待します。本年
度からホームカミング制度が発足し、それぞれの地区が1年間で1名だけ学友を日本
に招待することができるようになりました。最初の学友は越谷RCを世話クラブとし
た台湾の林 錫杰さんです。彼は東京大学で農学博士号を取得し、現在は台湾の食品
研究所の研究生として活躍しています。地区大会初日に、日本での生活を振り返る
と共に現在の台湾での活躍ぶりを発表してくれます。彼の発表をお聞きになり、米
山の素晴らしさを再認識して頂けれることを期待しています。
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８月２３日（土）管理運営部門セミナーを、県
民健康センターにて開催致しました。当日は岩
渕均ガバナー、管理運営部門担当諮問の中村靖
治直前ガバナー、藤田亘弘パストガバナー、大
塚信郎ガバナーエレクト始め、ガバナー補佐、
各部門・部会長、地区役員皆様の出席をいただ
きました。又、本日セミナーの主役であります
地区８２クラブの会長・担当委員長の皆様には、
ご多用の所出席を頂き３時間３０分にわたり熱心
にセミナーに参加され、厚く御礼申し上げます。
岩渕ガバナー年度に於いて、以前のクラブ奉

仕部門に当る管理運営部門は、前年中村ガバナ
ー年度よりスタート致しました。長期計画委員
会・ロータリー情報委員会で活動してまいりま
す。この機会に各クラブで全ての活動について
見直し、活性化を図っていただく為のシステム
をご理解いただき、推進をお願い致します。そ
して、各クラブが効果的な魅力あるクラブにな
っていただく事を支援していきます。
長期計画委員会は、岩渕ガバナーの方針にあ

ります、「明確な目標、堅実な行動」「志は高
く、しかし、行いは堅実に」「クラブが主役、
あなたが主人公」にそって「各ロータリー・ク
ラブ」を支援する事です。昨年よりクラブの棚

卸を行い現状を理解し、そして見直しを行って
いただきました。それにより、新たにクラブが
５年・１０年後にどうあるべきか考えて、長期計
画書を作成し継続した活動に継げていただきた
いと思います。昨年度の地区内実績によります
と、棚卸が６０．９％・長期計画書が１７％となって
おります。上記のような事から今年も踏襲し、
クラブの活性化を図れます様「推奨・推進」し
てまいります。又、この委員会では「親睦・出
席」について支援も担当してまいります。
ロータリー情報委員

会の責務は、各クラブ
が効果的且つ行動的な
クラブ運営が出来る為
の有効な情報提供と、
クラブ委員長との連携
を高め、国際ロータリ
ーと地区ガバナーから
発信された最新の情報を的確且つ迅速に伝達し
て行きます。その方法として、地区のガバナー
月信を最大限に活用し、タイムリーな「ロータ
リー情報ニュース」を提供してまいります。特
に「ロータリー・ジャパンのホームページ」に
は、全会員に共通な極めて有効な情報が提供さ
れております。又、CLP の項目も参照してい
ただくと理解しやすいと考えます。この委員会
では、「プログラム」について支援担当してま
いります。以上の事を管理運営部門セミナーで
８２クラブの指導者の皆様に発信させて頂きまし
た。残りの１０ヶ月に向けて、全クラブが活性化
された魅力あるクラブになられる事をご期待し、
地区は支援してまいります。

「１１月を地区出席率１００％達成月間にしよう」

「RI 会長賞に全クラブ挑戦しよう」

管理運営部門セミナー （８月２３日開催）

管理運営部門委員長

布施 雅章
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大谷氏による「奉仕の心」についてのご講演

「共に学ぼう奉仕の心」をテーマに、国際ロ
ータリー第２７７０地区岩渕年度の奉仕プロジェク
ト部門セミナーは、８月２９日（金）「大宮、ラ
フォーレ清水園」にて、過日来日した５０６０地区
（アメリカワシントン州）のスティーブン・マ
イケル・スクラー君をはじめとする１４名の青少
年交換来日学生を加えて、開催されました。ク
ラブ会長・会長エレクト・幹事・奉仕プロジェ
クト委員長・職業奉仕委員長・社会奉仕委員長
・国際奉仕委員長を対象に参加要請をしたとこ
ろ、３６０余名の登録を戴き、第１部本会議では
立ち席ができるほど盛会裏に開催することがで
きました。
本年度は、奈良薬師寺の執事であられる大谷

徹奘氏に「奉仕の心」についてご講演を戴きま
した。大谷徹奘氏は講演の中で「挨拶は、出会
いを喜び、自分から、大きな声で、奇麗な姿勢
で」日々の人と人との出会いの中でのあいさつ
の重要性を説かれ、また、奈良のお寺「法隆寺」
「薬師寺」「東大寺」は１４０年で築かれた。これ
らのお寺には、お葬式もお墓もない。関東では、
僧侶をみると葬式を連想し、寺をみるとお墓を
連想する方が多いようですが、関西は僧侶をみ
ると月参りという儀式を連想する方が多いよう
です。これらのお寺は、わたくしたちの持って
いる心を勉強する学校として建てられました。
法隆寺の正式の名称は、法隆学問寺といいます。
そして大谷先生は、本日、奈良薬師学問寺よ

り私ども２７７０地区ロータリアンに、「心の勉強」
を講義する為に来られたとおっしゃり、又、そ
の「心の学校」の教科書がお経であり、お経と
は、経「たていと」上と下とをつなぐという意
味で（経線・北極と南極をつなぐ線）迷いや悩
みを解決し幸せになれるように書かれている人
生のテキストブックが「お経」であると説かれ
ました。９０分にわたる講演を通じ「静思」‥何
か事に対峙する時に、損得を考える前に物事を

少ない時間でいいから「静かに見つめてごら
ん」
「静思」‥「節度」‥「覚悟」…仏教では、

自分の心が、その心から、体での行いと、言葉
での行いが出ます。ですから、奉仕をするので
も、奉仕をするという心がしっかりしていない
と、いくら形だけ・口先だけの奉仕をやったっ
て本当の奉仕はできません。その時になぜ自分
が奉仕をしなければいけないか、なぜ自分はこ
んな事をしなくちゃいけないか、しっかりと考
えて・計って・覚悟をした時に初めて私たちは
言葉と行いが伴う奉仕ができると説かれました。
先生のお話を聞いて、今一度奉仕の原点を見つ
めなおそうと多くの参加者が感じたのではない
でしょうか。

第２部は「奉仕プロジェクト部会」「職業奉
仕部会」「社会奉仕部会」「国際奉仕部会」の４
分科会を１００分間行い、それぞれの専門分野の
詳しい説明・討論が行われました。特に「奉仕
プロジェクト部会」では、クラブ会長・クラブ
会長エレクトを交え、奉仕プロジェクトにおけ
るCLPの位置づけ・青少年交換プログラム・
キャップ回収事業等幅広い討議が行われました。
第３部で北清治担当諮問よりまとめのご挨拶を
いただき、２７０分にわたるセミナーを終了する
ことができました。参加下さった皆様に感謝申
し上げると共に、今後の奉仕活動の充実をご祈
念申し上げ、セミナー報告といたします。

奉仕プロジェクト部門セミナー報告（８月２９日開催）

奉仕プロジェクト部門委員長 大塚 信郎
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平成２０年８月３０日（土）に新宿ワシントンホ
テルにて、今年来日した８名の世界平和フェロ
ーを迎えて、歓迎会が開催された。
オリエンテーションでは、川尻政輝氏から、

学生であることを忘れるな、スピーチ要請に応
じる事、広島の研修会は日本全国のロータリア
ンの寄付で賄っている事を忘れないでと指摘が
ありました。その後、RI 理事黒田正宏氏（八
戸南 RC）から７期生の８名の奨学生への期待
は、全国の日本のロータリアンはもとより、全
世界のロータリアンが注目しています。皆様の
卒業発表を今から楽しみにしています。と挨拶
がありました。次に、ロータリー財団管理委員
の田中作次氏からは、この８名の奨学生の中か
ら１０年後にはノーベル平和賞を受賞する人が現

れることを期待しています。と歓迎の挨拶があ
りました。
今年卒業された５期生の Johanna Stratton

（豪州）からは、HEIWA（平和）という言葉
が７期生に贈られ、後輩に対して為になる体験
談が披露されました。又、Phillip Barry Phiri（ザ
ンビア）今年の卒業生からも世界平和フェロー
の素晴らしさは、ロータリーの支援者と直接コ
ンタクトする事が出来ることで、更にネットワ
ークを通じて世界に影響を与えることが出来る
ことです、とのアドバイスがありました。
このように７期生８名の世界平和フェローは、

多くのロータリアン達から入学の祝福を受けて、
そして、２年間の ICUでの勉強の成果を多く
の人から期待されて、オリエンテーションが終
了しました。

私は Firenze での生活が２週目に入り、少しず
つ慣れてきました。毎日、イタリア語の勉強と
Firenze の街めぐりとで、充実した日々を過ごし
ています。教会に、美術館に‥‥と、フィレンツ
ェは見るべきものが多すぎて、いくら時間があっ
ても足りません。
語学学校には、世界各国から幅広い年齢の学生
が集まり、毎日の授業が文化交流の場になってい
ます。会話のクラスでは、日本のお祭りやお正月
の過ごし方等を紹介しましたが、皆とても興味を
持って聞いてくれました。私も、他の国の文化、
慣習を知ることができてとても楽しいです。
ホームステイ先の御夫妻にも良くしていただき、

家でも学校でもイタリア語の勉強ができてうれし
いです。
ミラノでの生活が始まる前に、少しでもイタリ
ア語を上達させられるよう頑張りたいと思います。
日本は朝晩は少し涼しくなったと聞きました。
季節の変わり目、御自愛ください。

世界平和フェロー第七期生オリエンテーション
世界平和フェローシップ委員長 近藤 敏春

当地区でホストするメキシコからのメルビア・パストル君

ICUで研究する第７期世界平和フェロー

������� 	
�������

さいとうはる み

斎藤晴美さんのプロフィール
・２００８～２００９年度派遣国際親善奨学生
・住所：蓮田市関山
・桐朋学園大学音楽学部卒
・RI の指定校：ミラノスカラ座研修
所（イタリア）

・推薦クラブ：蓮田ロータリークラブ
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第１０回インターローター２００８年国際大会がア
ジア初めてソウルで８月１７日～２３日まで一週間
開催されました。一週間続く奉仕団体若者達の
祭りとして各国青少年の多様な考え、関心、経
験として文化を交換紹介して体験を通じて相互
理解協力と平和を模索 国際的青少年奉仕団体
であるローターアクトクラブが平和と奉仕を主
題で３年に一度国を代えながら開かれる大会で
す。
会場はソウル市内オリンピック公園の中にあ

るオリンピックパクテル（ホテル）で行れまし
た。
当地区からロータリアン４名（内地区委員２

名）RA５名が参加しました。当日１８時より出
席した RAに対する歓迎と成功した大会に向け
たパーティー（ウェルカムパーティー）に出席
しました。
始めに、２００８～０９年度 RI 会長李東建氏より

スクリーンを使用し歓迎の挨拶がありました。
続いて参加国３０ヶ国の RAの紹介がありました。
近い国からは日本、香港、タイ、遠い国からは
ブラジル、エジプトより３００人前後の参加があ
りました。夕食後各国 RAが２５名程度班に分か
れて顔合せが行われました。参加した RA緊張
しながらも少し国際交流ができたのでは？
次の日１８日は各国の RAがゾーンごとに代表

者の発表が行われました。
日本はアジア第１～４ゾーンのそれぞれ代表

がクラブ紹介と活動報告を行いました。第２ゾ
ーン代表とし横浜 RACが発表されました。
その日は５時ごろから屋外でのバーベキュー

パーティーの予定でしたが、あいにくの雨で中
止になり、ホテル内でフレンドシップパーティ
ーになり歌やダンスといったパフォーマンスを
夜おそくまで RAのみんなは楽しんでおりまし
た。
１９日のプログラムは平和と奉仕に関する RA
の考察と交流の場、ソウル（市）、（外）の観
光をかねて出発しました。私たちは途中で別れ
夕方の便で帰ってきました。若者達が集う場所
はいつもにぎやかでいい。
（全国からロータリアンの出席者は１２～１３名

でした。交流もなく、ただ見ていただけだった
のは少々残念でした。）

参加したローターアクトの声
大会が今年度という事、近い国での開催、め

ぐり合せがよく参加させてもらい普段会うこと
のできない世界中のローターアクターと交流を
深めることが出来ました。あと１～２日いれば
もっと交流が……ロータリアンの皆様ありがと
うございました。 RA大谷・向井

ローターアクト世界大会 （８／１７～２３）

ローターアクト・ライラ委員長 並木 幸治

ローターアクトの世界大会は INTEROTAといいます
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� �� RC �
例会日：平成２０年８月５日（火）

会長：水野 泰男
幹事：神戸 廣通

最初に大変ご多忙の中、また、酷暑の最中に越谷
ロータリークラブに公式訪問をして頂きまして有難
うございました。岩渕均ガバナーと一日中接してい
た私はガバナーの大変温厚で真面目な方で相手を尊
敬しながら話を進めて行く人柄に感銘を受けました。
それは学校に於いて先生が生徒の言わんとすること
を正確に聞き、それに対する回答をしている姿を連
想いたしました。
人の話を正確に受け取られ真正面から正確ご
回答下さることで、越谷 RCの会員も会話が
スムースになり、言葉を選んで会話をするの
ではなく普段の調子で会話が進みました。
ガバナーは事前に越谷ロータリークラブの
内容を調査され正確に把握されていました。
８２クラブについて同様に事前調査し公式訪問
することは大変なことであり同情したくなり
ました。
クラブ定款についてガバナーのご指摘を受
けました。越谷 RCの最新の定款には最新の
規定が取り入れられて居ませんでした。最も
早い時期に変更いたします。

例会の中でのガバナーの講演も RI 会長のメッセー
ジと２７７０地区の地区方針を分かり易くプロジェクタ
ーを使い丁寧にゆっくりと講演して頂き大変有用で
した。
そのガバナー講演を聞き、会員増強、成果ある奉
仕プロジェクト、R財団・米山寄付額、広報活動等
積極的に推進する決意を新たにしました。
最後に越谷 RCにおいては会員の大多数が大満足
したガバナー訪問であったことを書き加えます。
大変有難う御座いました。

� �� RC �
例会日：平成２０年８月６日（水）

会長：生田 英生
幹事：宮田 一雄

８月６日（水）岩渕均ガバナー、島村ガバナー補
佐、名古谷地区副幹事をお迎えして公式訪問例会を
行いました。例会前の１１時よりクラブ役員、ガバナ
ー補佐を交えての懇談があり、和やかなうちに、適
切なアドバイス、ご指導を頂きました事に感謝いた
します。例会では子供の死亡率を下げよう、会員増
強という李東建 RI 会長、岩渕均ガバナーの今年度の
方針を熱く語っていただきました。また、クラブ協
議会の場では適切、丁寧なアドバイスを頂き、今後
の委員会活動に大いに参考になりました。
一般会員との懇親会にもご参加いただき、ありが
とうございました。当日は晴天に恵まれ 江戸川河
川敷が一望できる大凧会館の４階は“庄和の財産で

す”と誇れることができました。
午後５時にすべて終了いたしましたが ８月６日
の６時間に及ぶご指導を今後の活動に十分に生かせ
ますよう頑張ります。ありがとうございました。

�������	
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例会日：平成２０年８月７日（木）

会長：長谷 虎峰
幹事：鳥海 靖久

栗橋 RCでは８月７日（木）に、ガバナー公式訪
問がありました。岩渕ガ
バナー、大塚ガバナー補
佐出席のもと、懇談会、
食事会、例会、クラブ協
議会を行いました。例会
では岩渕ガバナーはプロ
ジェクターを使い、RI
テーマ、主要目標、強調
事項等について説明され
ました。クラブ協議会で
は、主 にCLP、広 報、
会員増強、社会奉仕等に
ついて意見交換がされま
した。特に参考になった
のは、会員外の方を卓話
者として招き、その方に
会員になってもらう様に

働きかけるということでした。沢山学んだ有意義な
一日でした。
ありがとうございました。

� ����	
� RC �
例会日：平成２０年８月１８日（月）

会長：井原 實
幹事：小飯塚 勉

８月１８日 第２７７０地区ガバナー
岩渕均様の公式訪問例会、当クラ
ブ３役並びにエレクトとガバナー、
ガバナー補佐６名にて懇談会から
始まり、意見交換が無事終了し、
その後例会卓話また協議会へと進
行して参りました。
当日は２名の入会式が岩渕ガバ
ナーから執り行われ、新会員も思
い出に残る入会式でした。
卓話に置かれましても本年度
「夢をかたちに」をテーマに、世
界の子供の死亡率を低下、ポリオ
撲滅をクラブとして、もっと深く
考えて行きたいと同時に市民活動
にまた広報につなげていければ思

います。
分かりやすく卓話を頂き有意義な公式訪問例会の感
想文と致します。
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例会日：平成２０年８月１９日（火）

会長：内田 康信

幹事：斉藤 忠治

８月１９日（火）、岩渕 均ガバ

ナー、井上正巳ガバナー補佐が

当クラブを訪問して下さいまし

た。例会前１時間ほどの懇談の

中、岩渕ガバナーよりクラブの

特長を尋ねられ、人柄の良さと

申し上げました。現在、会員４０

名ですが、例会場の移転により、

クラブ運営費、委員会活動費の

見直しを行っており、特に会員

増強が重要であると思われます。

例会ではガバナーにすばらし

い卓話をいただき、クラブ協議

会では親切なご指導を賜り、ま

た、ガバナーのお人柄が懇親会

を盛り上げていただきました。

長時間にわたる公式訪問に心より感謝申し上げま

す。

� ��	 RC �

例会日：平成２０年８月２０日（水）

会長：星野 宗敏

幹事：大貫 等

８月２０日、地区２０番目の地区ガバ

ナー公式訪問、村山勝正ガバナー補

佐ご出席のもとに、会長、副会長、

幹事、副幹事６名により懇談に１時

間。その後、昼食そして通常例会で

はガバナーのプロジェクターによる

解りやすい地区の方針の説明、その

後協議会を開催させていただき、各

委員長の発表とガバナーより講評を

戴き、当クラブの委員長の発表を熟

察していただき、良い雰囲気の中で

協議会が出来ました。

また、時間を割いて懇親会にて交

流の場を持てた事は嬉しいことでした。ガバナーの

益々のご活躍をご期待申し上げます。誠にありがと

うございました。
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例会日：平成２０年８月２１日（木）

会長：高橋 博

幹事：若林 学

北京オリンピック日本女子ソフトボールチームが

悲願の金メダルを獲得したその日、岩渕

ガバナー、山口ガバナー補佐、樋口地区

副幹事をお迎えし公式訪問例会、クラブ

協議会が行われました。会長、幹事、会

長エレクトを交えての懇談会に始まり当

日はクラブの特色を活かし米山奨学生の

王君、獨協大学 RAC会長ニランチャイ

君、そして翌日に留学先のカナダへ旅立

つ R財団国際親善奨学生の松川君らも例

会に出席し、それぞれが直接ガバナーよ

り激励のお言葉を頂き思い出に残る例会

となりました。

卓話ではプロジェクターを使い RI の

強調事項について分かりやすくご説明頂

きクラブ協議会ではガバナーの温和な語り口と時に

ユーモアを交えたご指導に会員の緊張も解れ終始和

やかな雰囲気で有意義な公式訪問となりました。会

員一同心より感謝を申し上げます。

� �� RC �

例会日：平成２０年８月２５日（月）

会長：熊木 雄太郎

幹事：長谷川 春一

本年度、公式訪問を岩渕均ガバナー、

海老原邦延ガバナー補佐をお迎えし当ク

ラブ例会場にて行いました。

岩渕ガバナーのパワーポイントを使用

したテンポ良い卓話は非常に分かり易い

ものでした。

又、クラブ協議会におきましては各委

員長より本年度活動方針を伺い的確にア

ドバイスを頂き講評も分り易く、とても

有意義なクラブ協議会となりました。岩

渕均ガバナーには厚くお礼申し上げます。

そして、新入会員１名の入会式を行い、

岩渕均ガバナーよりロータリーバッチを

贈呈して頂き、貴重な思い出となった事でしょう。

最後に岩渕均ガバナー、１２Gr 海老原邦延ガバナー

補佐の益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。
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例会日：平成２０年８月２６日（火）
会長：大野 弘
幹事：菊地 貴光

８月２６日、岩渕均ガバナー並びに稲垣勝三ガバナ
ー補佐をお迎えし、ギャザホール例会場において公
式訪問例会を開催させていただきました。時間等は
以下のとおりです。
１１：００ ガバナー・ガバナー補佐、会長・幹事懇談会
１２：３０ クラブ例会
１３：００ ガバナー卓話

ティータイム
１３：５０ クラブ協議会

ガバナー・ガバナー補佐 講評
茶話会

例会でのガバナー挨拶を始め、プロジェ
クターを活用されたガバナー卓話も大変示
唆に富んだものでございました。
中でも、例会前懇談会で岩渕ガバナーの
お話を親しく伺えましたことは、今後私の
ロータリー活動に大変有意義なものとなる
ものと考えます。私は、過去２度、幹事と

してではありますが懇談会に同席させていただいた
ことがあります。今回は立場が違うにせよ、最も有
益で且つ気持ちが少し楽になった、正直申しまして、
何か「かたくな」な気持ちを、少し「やわらかく」
してしていただいた感じがございます。誠にありが
とうございます。
行き届きません点は何卒ご容赦いただき、今後と
も宜しくご指導賜れますようお願い申し上げます。

以上

� ���	
� RC �

例会日：平成２０年８月２７日（水）
会長：市野 一郎
幹事：山下 功

８月２７日午前１０時３０分に私達の例会場「シャトー
赤柴」に岩渕ガバナー・海老原ガバナー補
佐をお迎えし、早速別室小会議室で会長・
幹事懇談会に入りました。参加者は、ガバ
ナー・会長・幹事・エレクト・ガバナー補
佐でした。懇談の内容は、主に当クラブの
現在の実状とクラブ運営の目標・前年度ま
で行っている奉仕プロジェクト継続事業等
の話をしました。その後の例会では、３回
目の例会に出席され、晴れて入会した福世
さんの入会式を行い、岩渕ガバナー徽章を、
又７月に入会しました貫井さんに地区バッ
チをつけていただき会員一同感激しました。
その後のクラブ協議会では各委員長が事業
目標を発表してガバナーの御指導を受けて

ガバナー公式訪問を終わりました。ガバナーの思い
が RI のテーマ『夢をかたちに』を行動に移すには、
会員増強が最も大切であることを改めて知り、クラ
ブ会員一同頑張る思いです。
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例会日：平成２０年８月２８日（木）
会長：齋藤 則男
幹事：横山 正一

８月２８日、秘かに喝采を叫んだ。
五者面談では増強・入会予備軍の意識とロータリ
アンの有様に議論が集中した。
二大事業の（１）市社会福祉協
議会支援のチャリティゴルフ
（２）タイ王国への消防車寄贈
は今年で９、１０台となる。こ
れ等を随時報告、指導を仰い
だ。特筆すべきは、３１才が例
会進行、３１才がニコニコBOX
を３６才の会長エレクトがクラ
ブ協議会を進行し、見事に任
を果たし、４２才の新会員にガ
バナーからバッチを、９月４
日第一例会には初の女性会員
の入会式となる。

初代の言う「精神性の高いクラブ」を目指して、
１４年目の奉仕活動が今始まった。
岩渕ガバナー、山口ガバナー補佐の今後のご活躍
をご祈念申し上げます。

� ��	 RC �

例会日：平成２０年９月２日（火）
会長：山崎 和雄
幹事：藤堂 昇

９月２日（火）岩渕ガバナーは懇談会の時間より
３０分も早く副幹事の岡村様とお見えになり、パワー
ポイントの設定をされました。例会時のガバナーの
説明は会員にとても分かりやすく、ゆったりした口

調でした。そのせいかクラブ協議会には、会員から
活発な発表やら質問が出て、規定の時間を１時間も
オーバーする程の熱意あるものでした。最後に荒井
第４グループガバナー補佐の講評を頂き、残暑厳し
い中、当クラブの公式訪問は無事に終了しました。
ガバナー・ガバナー補佐、会員皆様、ご苦労様でし
た。
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例会日：平成２０年９月４日（木）
会長：卯田 豊
幹事：君塚 潔

９月４日岩渕均ガバナー、島村廣
幸ガバナー補佐をお迎えして公式訪
問例会を開催いたしました。例会前
の懇談会では、会長・幹事・次年度
会長を交え時間超過を忘れるほど熱
きご指導頂き、大変感謝致します。
例会では RI の方針を展開するにあ
たり有意義な卓話を拝聴させて頂き
ました。クラブ協議会では、各委員
長の年度計画方針発表でいろいろな
難問や疑義に対しても的確なご指導
とご助言を賜りました。また、島村

ガバナー補佐の講評を頂きクラブ会員共に、この一
日が会員増強に大きく繋がる一日であると確信しま
した。

� �����	
� RC �

例会日：平成２０年９月９日（火）
会長：早川 芳夫
幹事：清水 肇

２７７０地区ガバナー岩渕均様、ガバナー補佐島村廣
幸様を迎えて午後５時より懇談会が行なわれました。
会長エレクト根本さんよりガバナーが以前浦和一女
の PTA会長をされていた時の話から始まり、クラブ
の現状、米山奨学、財団等々の意見交換をさせて頂
き、ご指導を頂きました。
食事の後例会が始まり、
入会式ではガバナーより
４名の新会員にバッジを
つけて頂きました。新会
員に渡す「ロータリー情
報マニュアル」と「新会
員へのオリエンテーショ
ン」の小冊子にはガバナ
ーのサインを頂きました。
更に席上新会員に対し、
今後の活躍に期待します
と激励を頂きました。
会員全員出席の中、卓
話では、プロジェクター
を使って RI のテーマ『夢

をかたちに』と地区運営についてご説明をされまし
た。クラブ協議会では、当クラブの各委員の方針を
発表し、それぞれに講評を頂きました。
その後の懇親会では、ガバナーの気さくな人柄に
触れることができました。全員で『手に手つないで』
を唱和し、閉会となりました。
岩渕ガバナーには、本日はダブルヘッダーで丸一
日大変お疲れ様でございました。健康に留意されて
任務を果たされますようにご祈念いたします。
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例会日：平成２０年９月１０日（水）
会長：八鍬 伸一
幹事：黒須 雅行

岩渕ガバナー・大塚ガバナー補佐を迎えての公式
訪問がございました。ガバナーには先週の土曜日台
北古亭クラブとの姉妹クラブ締結例会に
も出席いただきましたので、二週連続と
なりました。本当にありがとうございま
す。午前１１時から魚庄別館におきまして
懇談会、その中で特に会長から『洋輝さ
んを救う会』に対する支援要請をいたし
ました。アメリカでの心臓移植手術を希
望して、現在東京女子医科大学病院に入
院中の千代窪洋輝君は現在２７歳、２人の
子供を持つ父親でもあります。医師から
は余命数ヶ月と宣告されておりますが、
残された道は移植手術しかありません。
ガバナーとガバナー補佐からは資金カン

パしていただくとともに、ロータリーとしても支援
するという温かいお言葉を頂戴いたしました。
引き続き行われたクラブ協議会では、クラブ運営
に関して懇切丁寧なご指導を頂きました。お二方の
すばらしいお人柄を拝見した一日でした。

文庫通信
（２５２号）

「ロータリー文
庫」は日本ロータ
リー５０周年記念事

業の一つとして１９７０年に創立された
皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視
聴覚資料など、２万余点を収集・整
備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相
談、文献・資料の出版先のご紹介、
絶版資料についてはコピーサービス
も承ります。また、一部資料はホー
ムページで PDFもご利用いただけ
ます。
クラブ事務所にはロータリー文庫
の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

� 地区大会記念講演より �
◎「世界の現状と日本の針路」奥田碩２００７１５p（D．２７６０）
◎「今、日本が直面する内外の課題」櫻井よしこ２００７１０p（D．２５７０）
◎「世界の潮流と日本の進路」寺島実郎２００７９p（D．２６６０）
◎「国家の品格」藤原正彦２００７４p（D．２６５０）
◎「新政権でも改革と挑戦は続く～求められる幾百人のリーダーたち」
佐々木毅２００７８p（D．２５４０）

◎「地域から交流する日本～オホーツクへの期待」月尾嘉男２００７３p
（D．２５００）
◎「歴史から見た大阪～浪華の民活」松平定知２００７４p（D．２６６０）
◎「自然のすごさに学ぶ」石田秀輝２００７２０p（D．２８００）
◎「夢をもたらす氷の世界」本堂武夫２００７８p（D．２５１０）
◎「人と地球の命のために－今、私たちにできること」C.W．ニコル２０
０７６p（D．２８２０）

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］

文

庫

ロ
ー
タ
リ
ー

〒１０５―００１１ 東京都港区芝公園２―６―１５
黒龍芝公園ビル３Ｆ

TEL（０３）３４３３―６４５６ FAX（０３）３４５９―７５０６
http : //www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前１０時～午後５時
休館＝土・日・祝祭日
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〔決議２３－３４の意味するところ〕（2回目）〔決議２３－３４の意味するところ〕（2回目）

� � ��� �����	
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ロータリー情報委員長 瀧田 和雄

９月号で決議２３－３４の成立過程と時代背景に

ついて記載させていただきました。決議２３－３４

の全文はロータリージャパンのホームページの

表題を開いていただきますと詳しく記載されて

おりますので、コピーして勉強会や卓話等で会

員にご紹介ください。さて、この決議２３－３４の

持つ重要性はどこにあるのかと申しますと、

我々ロータリアンが実行しようとする活動の一

種のバイブルのようなものであるからでありま

す。例えば、「ロータリーの綱領」は我々ロー

タリアンが認識すべきロータリーの目的であり、

決議２３－３４は「ロータリーの奉仕哲学」という

べきものであり、四大奉仕、中でも「社会奉仕

に関するロータリーの方針」と明確に表現され

た時代もありましたが、ここで原文にある

Community Service を地域社会に限定せず、社

会全体と解釈すれば、我々ロータリアンが携わ

るすべての活動、行動として理解することがで

きると思います。そうした理論で全文を一読し

ていただくと「ロータリーの奉仕哲学」が見え

てまいります。

前文を紹介しますと「ロータリーにおいて社

会奉仕とは、ロータリアンのすべてがその個人

生活、事業生活、および社会生活に奉仕の理想

を適用することを奨励、育成することである。

この奉仕の理想の適用を実行することについて

は、多くのクラブが会員による奉仕にその機会

を与えるものとして、さまざまな社会奉仕活動

を進めてきている。以下に掲げる諸原則は、ロ

ータリアンおよびロータリー・クラブの指針と

して、また、社会奉仕活動に対するロータリー

の方針を明確に表すものとして適切であり、ま

た管理に役立つものであることを認め、これを

採用するものである。」

以下６項目にわたり詳しく明記されておりま

す。

１）ロータリーは、基本的には、一つの人生哲

学である。

２）本来ロータリー・クラブは、事業および専

門職務に携わる人の代表の集まりである。

３）RIは次の目的のために存在する団体である

a）ロータリーの奉仕の理想の擁護、育成

および全世界への普及、b）ロータリー・

クラブの設立、激励、援助および運営の管

理、c）一種の情報交換所として、各クラ

ブの問題を研究し、助言を与える

４）奉仕するものは行動しなければならない。

５）各ロータリー・クラブは、クラブとして関

心があり、またその地域社会に適した社会奉

仕活動を自主的に選ぶことについて絶対的な

権利をもっている。

６）個々のロータリー・クラブの社会奉仕活動

の選択を律する規定は別に設けられていない

が、これに関する指針として以下の準則が推

奨されている （a～g）

Ideal of Service 即ち奉仕の理想という言葉

をよく耳にしますが、２回にわたって書かせて

いただきました決議２３－３４を紐解きますと、と

てもよく理解できますし人生哲学の持つ意味が

お分かりになると思います。

哲学とは「物の考え方を、その適正な対象に

適用することである」S.W.Hamilton
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ロータリーの職業倫理訓逐条解説（４）
全分野の職業人を対象とするロータリー倫理訓

職業倫理委員長 青木 伸翁

第３条 自分は企業経営者であり、したがっ
て成功の野心を抱いていることを自覚
すべきこと。だが、自分は道徳を重ん
ずる人間であり、最高の正義と道徳に
基づかざる成功は、これを欲するもの
ではないことを自覚すべきこと。

自分は私的利潤の追求に憂き身をやつしてい
る企業経営者であり、儲けの金高によって功績
を量り、幸不幸を量っているんだということを
先ず自覚しようということです。仕事をすると
いうことはきれいごとではないんだということ
でしょうか。しかしだからと言って儲けるため
には、何をやってもいいというわけではありま
せん。やっていいこと悪いことがあり、そのけ
じめを間違っては、最近のマスコミを賑してい
るように、社会的秩序を乱すものとして社会の
指弾を受け、社会一般の信頼を失うでしょう。
商取引において一番大事なことは相互の信頼
です。この３条は営利行為を行う側の企業経営
者に自発的に倫理的行動を取らせることによっ
て、儲けのためにはどんなことでもやるという
非倫理的な、不道徳な人間ではない、自分の行
動は、この宇宙の秩序体系の中でその一端を担
っているのだという自覚に立って、社会一般の
信頼感を植えつけることを提唱したものではな
いでしょうか。
ロータリーが創立された１９００年代初頭は、通
信手段に電話が使われるようになり、取引の迅
速化が図られる一方、目に見えない相手との取
引による新たな不安が問題となった時期であり、

倫理的な経営の結果導か
れるこの信頼が取引の安
全を保障する最善の方法
だったのでしょう。目に
見えぬ心の状態の保障は
倫理観の確立以外にはあ
りません。このようにロ
ータリーは商業の精神的
基盤に着目したのです。
ポール・ハリスは「ロータリーの奉仕を一言
で言えば特定の儲けの金高によって人の功績を
量らないことである。特定の儲けが出たら、そ
の儲けを生み出した基になる考え方の質を量る
のがロータリーの奉仕である」と言っています。
儲けの多少によって、一喜一憂するのではな
く、自分の企業は世のため人のためにあるんだ
という自覚を持って、ある一つの結果が出たら、
その結果を生みだした基になる考え方の質に注
目することが大事だということでしょう。その
基になった考え方に間違いがなく、質がよけれ
ば、仮に結果が悪くても恐れる必要はない。少
なくともロータリアンは世俗の職業人の論理で
はなく、ものの事柄を本質において捉えなけれ
ばならないという提唱ではないでしょうか。
次回１１月号は

第４条 自分の商品、自分の労働、自分のア
イデアを金銭と交換することは、全当
事者がこれによって利益を受ける限り
においてのみ、適法にして道徳にかな
うものであるとの信念を持つべきこと。

連 載

３歳の頃のポール・ハリス

RI の前身、１９１０年に行われた、全米ロータリークラブ連合会第１回大会
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大口寄付６７１，８４３．３６＄ 大口寄付５６，３５０＄ 大口寄付５０，０００＄ 大口寄付３２，０００＄
べネファクター（９）

大口寄付２５，０８０＄
ベネファクター（１３）

大口寄付１６，９７６＄

本人の希望により
掲載しません

田 中 作 次 恩田勇次郎 田 畑 雅 祥 田 中 章 夫 岩 渕 均 市 野 一 郎
（八潮）

平成２０年８月１２日
（八潮）

平成２０年８月１９日
（川口南）

平成２０年８月２８日
（川口南）

平成２０年８月２０日
（浦和）

平成２０年８月２８日
（川口むさし野）
平成２０年８月１日

大口寄付１６，０００＄
べネファクター

大口寄付１５，８００＄ 大口寄付１４，０１９．８２＄ 大口寄付１３，１００＄ 大口寄付１０，０００＄
ベネファクター

M･P･H･F（８） M･P･H･F（７）

竹ノ谷光美 坂 巻 幸 次 � 田 豊 治 赤 芝 益 男 江 口 正 史 五十嵐 猛 岡 村 藤 美
（川口南）

平成２０年８月２０日
（越谷）

平成２０年８月２８日
（越谷南）

平成２０年９月４日
（大宮）

平成２０年８月２９日
（川口南）

平成２０年８月２７日
（八潮）

平成２０年９月２日
（浦和東）

平成２０年８月７日

M･P･H･F（７） M･P･H･F（６） M･P･H･F（５） M･P･H･F（５） M･P･H･F（５） M･P･H･F（４） M･P･H･F（４）
ベネファクター

浅 野 宣 勝 森 谷 良 久 水上洋洲朗 高 山 晟 吉 澤 勝 治 平 野 武 志 平 林 照 雅
（草加中央）
平成２０年８月２９日

（草加南）
平成２０年８月１０日

（川口北東）
平成２０年８月２７日

（越谷東）
平成２０年８月２９日

（越谷南）
平成２０年９月１２日

（越谷東）
平成２０年８月２９日

（越谷東）
平成２０年８月２９日

M･P･H･F（３） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３）

井 田 礼 豊 田 良 男 青 木 信 翁 赤 土 興 治 中 村 貢 平 平 田 繁 前 田 信 男
（上尾西）

平成２０年８月２７日
（越谷）

平成２０年８月２７日
（越谷東）

平成２０年８月２９日
（越谷東）

平成２０年８月２９日
（越谷東）

平成２０年８月２９日
（大宮）

平成２０年８月２９日
（越谷東）

平成２０年８月２９日

M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（１） M･P･H･F（１）

仲 野 直 樹 尾 崎 敏 彦 金 沢 利 幸 堂 前 文 義 原 美 光 須 賀 定 吉 井 山 登
（川口南）

平成２０年８月２０日
（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

（上尾西）
平成２０年８月２７日

（越谷東）
平成２０年８月２９日

（越谷）
平成２０年７月３０日

（川口北東）
平成２０年７月３１日
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M･P･H･F（１） M･P･H･F（１） M･P･H･F（１） M･P･H･F（１） M･P･H･F（１） M･P･H･F（１） M･P･H･F（１）

清 水 肇 早 川 芳 夫 安田みどり 山 崎 晄 熊木正太郎 会 田 皓 章 斉 木 澄 子
（春日部イブニング）
平成２０年８月２０日

（春日部イブニング）
平成２０年８月２０日

（春日部イブニング）
平成２０年８月２０日

（鳩ヶ谷）
平成２０年８月２１日

（川口北東）
平成２０年８月２７日

（越谷東）
平成２０年８月２９日

（川口南）
平成２０年９月３日

P･H･F P･H･F P･H･F P･H･F P･H･F P･H･F ベネファクター

岡 田 誠 一 園 部 博 士 中 山 萬 生 上野聡一郎 小 山 清 内 山 泰 成 小 山 直 樹
（春日部）

平成２０年８月２０日
（春日部）

平成２０年８月２０日
（春日部イブニング）
平成２０年８月２０日

（上尾西）
平成２０年８月２７日

（上尾西）
平成２０年８月２７日

（大宮西）
平成２０年８月２８日

（春日部イブニング）
平成２０年８月２０日

ベネファクター ベネファクター ベネファクター

大 谷 泰 久 星 野 宗 敏 矢崎清太郎
（上尾西）

平成２０年８月２７日
（上尾西）

平成２０年８月２７日
（川口北東）
平成２０年８月２７日

米山功労者メジャードナー（５０） 米山功労者メジャードナー（２３） 米山功労者メジャードナー（１６） 米山功労者メジャードナー（１１） 米山功労者メジャードナー（１０） 米山功労者メジャードナー（１０）

本人の希望により
掲載しません

田 畑 雅 祥 赤 芝 益 男 坂 巻 幸 次 水上洋洲朗 井 橋 吉 一 蓮 実 利 勝
（川口南）

平成２０年８月２８日
（大宮）

平成２０年８月２９日
（越谷）

平成２０年８月２７日
（川口北東）
平成２０年８月２７日

（越谷）
平成２０年７月１８日

（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

米山功労者メジャードナー（１０） 米山功労者マルチプル（９） 米山功労者マルチプル（９） 米山功労者マルチプル（８） 米山功労者マルチプル（８） 米山功労者マルチプル（７） 米山功労者マルチプル（７）

矢崎清太郎 浅 野 宣 勝 田 口 博 康 永嶋輝一郎 辻 村 大 司 尾 崎 敏 彦 金 沢 利 幸
（川口北東）
平成２０年８月２７日

（草加中央）
平成２０年８月１１日

（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

（上尾西）
平成２０年８月２７日

（浦和）
平成２０年８月２８日

（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

おわびと訂正

月信３号米山奨学会
で誤りがありました
ので、おわびして訂
正いたします。
ロータリー財団

（誤）石井 浩
（正）石井 治
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新
会
員

新
会
員

米山功労者マルチプル（６） 米山功労者マルチプル（５） 米山功労者マルチプル（５） 米山功労者マルチプル（５） 米山功労者マルチプル（４） 米山功労者マルチプル（４） 米山功労者マルチプル（４）

平 林 照 雅 新 井 進 岩 � 彰 谷 野 隆 彦 酒 巻 伝 蔵 熊木正太郎 岩 崎 信 子
（越谷東）

平成２０年８月２７日
（越谷）

平成２０年８月２７日
（大宮）

平成２０年８月２９日
（幸手中央）
平成２０年８月２９日

（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

（川口北東）
平成２０年８月２７日

（川口南）
平成２０年９月３日

米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（２） 米山功労者マルチプル（２）

森 仁 三 桃 木 俊 郎 清 水 肇 高野富輝夫 深 作 旭 須 賀 定 吉 井 山 登
（越谷）

平成２０年７月１８日
（越谷）

平成２０年７月３０日
（春日部イブニング）
平成２０年８月２０日

（春日部イブニング）
平成２０年８月２０日

（久喜菖蒲）
平成２０年８月２５日

（越谷）
平成２０年７月１８日

（川口北東）
平成２０年７月３１日

米山功労者マルチプル（２） 米山功労者マルチプル（２） 米山功労者 米山功労者 米山功労者 米山功労者 米山功労者

田 中 雪 心 森 正 夫 上野聡一郎 小 暮 進 勇 白 鳥 勝 司 中 村 元 信 那 倉 和 彦
（蓮田）

平成２０年８月２９日
（大宮東）

平成２０年８月２９日
（上尾西）

平成２０年８月２７日
（越谷東）

平成２０年８月２７日
（上尾西）

平成２０年８月２７日
（越谷東）

平成２０年８月２７日
（越谷東）

平成２０年８月２７日

米山功労者

丹 田 益 生 高 橋 忠 一 塩 原 哲 司 宇賀神一雄 大 沢 守 輝
斉 木 澄 子 （越谷）

平成２０年７月８日入会

㈱やまと石材
霊園開発

（川口東）
平成２０年７月２２日入会

�リンケージ
広告業

（川口中央）
平成２０年８月４日入会

㈱インフォルム
書籍製作編集業

（大宮南）
平成２０年８月５日入会

栃木銀行 大宮支店
地方銀行

（大宮南）
平成２０年８月５日入会

㈱大澤屋
酒類卸売

（川口南）
平成２０年９月３日

樺 沢 二 郎 中 村 好 彦 十文字達也 � 橋 忠 克 棚 窪 寛 志 千 葉 秀 樹 長 堀 和 正
（大宮南）

平成２０年８月５日入会

㈱カバサワ
雑貨（包装資材卸売）

（越谷）
平成２０年８月５日入会

野村證券㈱ 越谷支店
証券業

（越谷北）
平成２０年８月６日入会

㈱テンワード
自動車販売

（越谷北）
平成２０年８月６日入会

高宮商事㈱
総合建設

（越谷北）
平成２０年８月６日入会

東和ケミカル㈱
専生原料加工販売

（川口北）
平成２０年８月６日入会

㈱サシマ
電気設備

（越谷東）
平成２０年８月７日入会

武蔵野銀行 越谷支店
地方銀行
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元 東松山市立市民病院 院長�
�
�

�
�
�埼玉県社会保険診療報酬支払基金審査副委員長

ロータリアンの皆様には日頃ロータリー活動にご協力いただき、有難うございます。さて、職業
奉仕部会健康保持増進委員会の企画で下記の通り生活習慣病に関する講演会を開催しますのでロー
タリアンおよびロータリーファミリー多数のご参加をお願い申し上げます。

日 時 平成２０年１０月１８日（土） 午後１時３０分
場 所 埼玉県県民健康センター（さいたま市浦和区仲町３－５－１ TEL０４８－８２４－４８０１）

講 師 松崎 正一 先生

テーマ 「生活習慣病について」
入場料 無料
主 催 RI 第２７７０地区 職業奉仕部会健康保持増進委員会
後 援 埼玉県医師会、埼玉県歯科医師会

矢神江身子 武 井 雅 史 吉 野 禎 一 渋 谷 昌 信 松 沢 隆 利 高 瀬 経 秀 石 井 定 男
（鳩ヶ谷）

平成２０年８月７日入会

㈱シンフォニー
人材派遣業

（浦和）
平成２０年８月８日入会

㈱埼玉新聞事業社
新聞関連

（浦和）
平成２０年８月８日入会

㈱吉野アプレイザル
不動産鑑定士

（さいたま新都心）
平成２０年８月１８日入会

㈱丸幸
不動産業

（さいたま新都心）
平成２０年８月１８日入会

㈱デンソー東京 埼玉支社
自動車電装品製造

（浦和ダイヤモンド）
平成２０年８月２０日入会

プルデンシャル生命保険㈱
保険

（浦和東）
平成２０年８月２１日入会

みのり開発㈱
土木請負

石 井 孝 典 福 世 一 明 長谷川 智 熊 澤 秀 雄 中 澤 信 浩 高 木 宏 美 藤 堂 陽 子
（戸田西）

平成２０年８月２１日入会

石井司法書士事務所
司法書士

（川口むさし野）
平成２０年８月２７日入会

末広自動車株
自動車修理

（大宮北東）
平成２０年９月２日入会

�トータルウオールメイク
建築板金

（大宮西）
平成２０年９月８日入会

東京海上日動火災保険㈱
保険業

（越谷北）
平成２０年９月３日入会

なかざわ法律事務所
弁護士

（さいたま中央）
平成２０年９月４日入会

㈱レーベンマイスター
人材派遣

（さいたま中央）
平成２０年９月４日入会

工藤歯科医院
歯科

横 山 泰 史 吉 野 丈 朗
（上尾）

平成２０年９月１１日入会

㈱モナミ
生花・鉢物販売

（上尾）
平成２０年９月１１日入会

㈱セレモニー上尾ホール
葬祭業

訃報 ◆ 謹んでお悔やみ申し上げます。

平 田 勝 一 会員
（川口西ロータリークラブ）
平成２０年９月６日ご逝去

享年８４歳

ロータリアン各位
ロータリーファミリー各位�������	
��
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
２００８年

８月１日現在
当月末
会員数

当
月
入
会

当
月
退
会

増

減

当 月

出席率

当
月
順
位

通
算
順
位

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
２００８年

８月１日現在
当月末
会員数

当
月
入
会

当
月
退
会

増

減

当 月

出席率

当
月
順
位

通
算
順
位内女性 内女性 内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 １０２ ２ １０５ ２ ２ ３ ９３．９０ １２ ８

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 ４７ ３ ４７ ３ ８８．６５ ２８ ３６

浦 和 東 ７３ ７５ １ ２ ８８．５４ ２９ ２８ 蓮 田 ３１ ３１ ８８．７１ ２７ ３９

浦 和 南 ３７ ３７ ９０．３２ １８ １７ 久 喜 菖 蒲 ５６ ２ ５６ ２ ８４．８９ ４３ ４０

浦 和 中 ４４ ２ ４４ ２ ９３．６５ １３ ２３ 栗 橋 １５ １５ ６９．６９ ７６ ５０

浦和ダイヤモンド １９ １０ ２０ １０ １ １ ８６．７０ ３５ １０ 白 岡 ５ １ ５ １ ８０．００ ５７ ６０

第１グループ計 ２７５ １４ ２８１ １４ ４ ０ ６ ９０．６２ 幸 手 中 央 ２５ １ ２５ １ ８８．００ ３１ ６０

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 ７９ ６ ７８ ５ －１ ９４．７４ ７ １４ 第７グループ計 １７９ ７ １７９ ７ ０ ０ ０ ８３．３２

さいたま中央 ４８ ４８ ２ ８５．３３ ４０ ４６

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 ７７ ７８ １ １ １１００．００ １ ５

浦 和 西 １４ ３ １４ ３ ９０．４８ １７２５＠ 越 谷 南 ４７ ２ ４９ ２ ２ ７２．０９ ７４ ７７

浦 和 北 東 ４０ １ ４０ １ ８０．２５ ５６ ７０ 越 谷 北 ４５ ４８ ３ ３ ８４．１０ ４４ ４８

さいたま新都心 ３８ ４０ ２ ２ ９４．５４ ９ １８ 越 谷 東 ４５ ４ ４６ ４ １ １ ８８．４１ ３０ ３２

浦和イブニング １１ １ １１ １ ７２．７２ ７３ ７６ 越 谷 中 １７ １ １７ １ ７５．００ ６６ ７３

第２グループ計 ２３０ １１ ２３１ １０ ２ ２ １ ８６．３４ 第８グループ計 ２３１ ７ ２３８ ７ ５ １ ７ ８３．９２

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 ５９ ６１ ２ ８３．７３ ４６ ４５

第
九
グ
ル
ー
プ

草 加 ２３ ２ ２３ ２ ６８．４２ ７９ ８１

大 宮 南 ３５ ５ ３７ ５ ３ １ ２ ８１．１０ ５４ ５１ 八 潮 ４９ ６ ５０ ６ １ ８２．９８ ４９ ３４

大 宮 中 央 ５８ ５８ ６０．２３ ８１ ７８ 草 加 南 １８ ２ １８ ２ ９２．３０ １５ ２４

大 宮 南 東 ８ ２ ８ ２ ７５．００ ６６ ５５ 八潮イブニング ２６ ２６ ８７．１７ ３３ ３８

大 宮 シ テ ィ ５６ ６ ５８ ６ ２ ８１．８７ ５１ ５３ 草加イブニング １１ １１ ７２．７３ ７２ ７４

さ い た ま 欅 ２１ ２１ ８０．９５ ５５ ６４ 八 潮 中 央 １７ １７ ８６．２８ ３８ ２１

第３グループ計 ２３７ １３ ２４３ １３ ３ １ ６ ７７．１５ 草 加 中 央 ２７ ２７ １ ９６．４０ ６ １６

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 ４６ ４８ ２ ７４．５１ ６９ ６７ 八 潮 シ テ ィ １８ １８ ６８．５０ ７８ ８２

岩 槻 ３５ ３ ３７ ４ ２ ６９．４４ ７７ ７９ 草 加 ２ １ １０ ４ １０ ４ １００．００ １ ３

大 宮 北 ３２ １ ３２ １ ８５．０６ ４１ ６５ 第９グループ計 １９９ １４ ２００ １４ ０ １ １ ８３．８６

大 宮 南 西 １７ １ １９ １ ２ ５７．８９ ８２ ８０

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 ３１ ２ ３１ ２ ８７．１０ ３４ ２９

大 宮 東 ４１ １ ４１ １ １００．００ １ ２ 三 郷 ３１ ２ ３２ ２ １ ８３．６０ ４８ ４７

岩 槻 東 ３４ ３３ －１ ８１．８７ ５１ ６２ 三 郷 中 央 ２５ ２５ １００．００ １ １

大 宮 北 東 １７ ２ ２０ ２ １ ３ ６８．３３ ８０ ７２ 三郷ウェンズデー １９ １ ２０ ２ １ ８０．００ ５７ ６３

岩 槻 中 央 １９ １９ ９４．１１ １１ ９ 松 伏 １２ ２ １２ ２ ８８．８９ ２４ ２０

第４グループ計 ２４１ ８ ２４９ ９ １ ０ ８ ７８．９０ 第１０グループ計 １１８ ７ １２０ ８ ０ ０ ２ ８７．９２

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 ４４ ４５ １ ９１．１１ １６ ４４

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 ７３ １１ ７４ １１ １ ８７．９１ ３２ ４３

鴻 巣 ３６ １ ３６ １ ８９．５８ ２１ ２７ 鳩 ヶ 谷 ３０ ３２ ２ ２ ７８．７０ ６１ ５９

桶 川 ２８ ２８ ８１．３３ ５３ ４２ 川 口 東 ２１ １ ２２ １ １ ８９．６５ ２０ １１

上 尾 西 ５２ ５２ ８４．０８ ４５ ３０ 川口・鳩ヶ谷武南 ３０ ２ ３０ ２ ８９．３３ ２３ ３７

北 本 ８ ８ ７５．００ ６６ ５５ 川口モーニング ２８ ２８ ８５．０６ ４１ ２２

上 尾 東 ２６ ２６ ８３．６５ ４７ ４１ 川 口 南 ３２ ６ ３２ ６ ７３．９６ ７０ ７１

上 尾 北 ３２ ３２ ８６．６７ ３６ ２６ 鳩ヶ谷シティ １９ ２ １９ ２ ９４．５３ １０ ６

鴻 巣 水 曜 ３３ ３ ３３ ３ ７７．７７ ６２ ５７ 第１１グループ計 ２３３ ２２ ２３７ ２２ ２ ０ ４ ８５．５９

桶川イブニング １８ ２ １８ ２ ８８．８８ ２５ ３１

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 ５２ ５ ５３ ６ １ １ ８６．００ ３９ ３５

第５グループ計 ２７７ ６ ２７８ ６ ０ ０ １ ８４．２３ 蕨 ３２ １ ３２ １ ８６．４３ ３７ １９

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 ４５ ４５ ８９．４１ ２２ １５ 川 口 西 ３２ ４ ３２ ４ ７９．９０ ６０ ４９

杉 戸 ２９ ２ ２９ ２ ７６．７２ ６４ ５８ 戸 田 西 ３３ ３ ３４ ３ １ １ ８２．１０ ５０ ５２

春 日 部 西 ３７ ４ ３７ ４ ７０．３３ ７５ ６９ 川 口 北 ３４ ３５ １ １ ９７．００ ５ ４

庄 和 ２４ ２４ ８８．８０ ２６ ３３ 川 口 北 東 ３７ ３ ３７ ３ ９４．５５ ８ １３

春 日 部 南 ２８ ５ ２８ ５ ７３．８１ ７１ ７５ 川 口 中 央 １４ １ １５ １ １ １ ９２．８６ １４ ７

春日部イブニング １８ １ １８ １ ７７．７５ ６３ ５４ 川口むさし野 １４ １６ １ ２ ９０．００ １９ １２

杉 戸 中 央 ２２ ２３ １ ７５．３６ ６５ ６８ 戸田イブニング ２１ ２１ ８０．００ ５７ ６６

第６グループ計 ２０３ １２ ２０４ １２ ０ ０ １ ７８．８８ 第１２グループ計 ２６９ １７ ２７５ １８ ５ ０ ６ ８７．６５

地 区 合 計 ２，６９２ １３８ ２，７３５ １４０ ２２ ５ ４３ ８４．０３

※８／２７付 川口 RC７／１現在会員数を７２名→７３名に変更いたしました。

２００８～’０９年度 ●８月の会員数及び出席報告



ロータリーとその家族ロータリーとその家族ロータリーとその家族

１２年前、JR宇都
宮線東大宮駅前商
店街と自治会の活
性化、町興しの一
環として東大宮サ
マーフェステバル

の企画が立ち上がった。以来、実行委員会の一
員として大宮東ロータリークラブは毎年８月上
旬の週末に、花火の提供とロータリークラブの
ブースを利用して、ポリオの募金とロータリー
活動の啓蒙を行って来た。手作りのポスターや
WCSの写真を展示し、さらに会員が大きな声
で子供たちに直接声をかけ、ポリオの現状や世
界の窮状を訴えかけつつ、募金のお願いを続け
てきた。猛暑の中の活動は会員にとっても、７
月に就任したばかりの新会長にとっても体力・
気力ともに大変な事業である。しかも今年度の

RI 会長賞は子供の命を救うプログラムへの挑
戦なので清水会長の意気込みにも力が入った。
ポリオワクチン投与の現場写真をプリントした
Tシャツを作成・着装し、東大宮駅でペットボ
トルキャップ回収のキャンペーンや募金活動を
行なった。また、今年４年目を数える大宮東ロ
ーターアクトクラブのポリオチャリティーバザ
ーも盛況で、２日間のポリオ撲滅活動の収益金
は２０２，４０２円だった。
１２年間の収益金の合
計は約１６０万円とな
り、全てポリオ撲滅
資金として寄付され
た。

吉川ロータリークラブではペットボトルキャ
ップを回収し、ポリオワクチンの資金にあてよ
うと、市内８ヶ所の公共施設に回収箱を設置し、
定期的に回収を行うことにしました。

“混ぜて捨てればゴミ、分けて活かせば資源”

小さなペットボトルキャップでも、大切な資
源です。リサイクルして価値ある資源になりま
す。
集めたペットボトルキャップの売却益は４００

個で１０円になります。ポリオワクチンは１人分
２０円・２０円で１人の子どもの命が救えます。因
みにゴミとして焼却処分されますと、キャップ
４００個で３１５０gの CO２が発生します。地球温暖
化防止に向けたCO２削減につながります。
ペットボトルのキャップをみんなで集めよう。

皆さんよろしくお願いします。

ペットボトルキャップ回収場所：
１ 吉川市役所
２ 吉川市保健センター
３ 吉川市中央公民館
４ 吉川市総合体育館
５ 吉川市市民交流センターおあしす
６ 吉川市駅前市民サービスセンター
７ 吉川市北部市民サービスセンター
８ 吉川市東部市民サービスセンター

G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R No.4
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大宮東ロータリークラブ

社会奉仕常任委員長 瀬田 雄一
国際奉仕常任委員長 山田 康博
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吉川ロータリークラブ
R財団委員長 根本 定一

エコキャップ回収運動実施中
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た
。
こ
の
戦
い
が
今
で
も
北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
火
種
に
な
っ
て
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る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ

２
世
の
孫
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
入
り
、

こ
の
地
の
兵
を
連
れ
て
ロ
ン
ド
ン
攻
略
を

目
指
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
公
の
後
イ
ギ
リ
ス

国
王
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
貴
族
出
身
者
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
兵
を
残
虐
な
方
法
で
殺
し

ま
く
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
怨
恨
を

買
っ
た
。
今
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の

宴
会
で
最
後
に
出
る
の
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

人
の
頭
と
称
す
る
羊
の
肝
臓
で
あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
独
立
運
動
を
行
っ

て
指
名
手
配
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
逃

げ
た
が
、
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
の
ス
カ

ー
レ
ッ
ト
の
父
オ
ハ
ラ
が
そ
う
で
あ
る
。

オ
ハ
ラ
は
裸
一
貫
で
ア
メ
リ
カ
南
部
に
逃

げ
、
ポ
ー
カ
ー
で
勝
っ
て
大
農
場
を
手
に

入
れ
た
。
故
国
を
忘
れ
な
い
為
に
、
自
宅

の
山
を
タ
ラ
の
丘
と
名
付
け
て
い
た
。
タ

ラ
の
丘
は
ケ
ル
ト
人
が
集
ま
る
宗
教
儀
式

会
場
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
の
母
方
の
祖
父
は

オ
ハ
ラ
に
良
く
似
て
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
が
始

ま
る
と
、
１
０
０
万
人
の
飢
餓
人
が
ア
メ

リ
カ
に
渡
っ
た
。
そ
の
頃
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
金
鉱
が
発
見
さ
れ
、
鉱
夫
と
し
て
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
は
大
量
に
採
用
さ
れ
た
。

ポ
ー
ル
の
母
方
祖
父
は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、

そ
れ
な
り
に
成
功
し
て
地
方
小
都
市
の
市

長
に
な
っ
て
い
た
が
、
多
分
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
の
面
倒
を
見
る
つ
も
り
で
、
資
産
を

換
金
し
て
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
出
掛
け
、

ス
ッ
テ
ン
テ
ン
に
な
っ
た
と
言
う
。
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
は
本
来
メ
キ
シ
コ
領
だ
っ
た

が
、
金
鉱
あ
り
と
知
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
政

府
は
無
理
に
戦
争
を
仕
掛
け
て
も
ぎ
取
っ

て
し
ま
っ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
州
に
昇
格
し
た
時
、

住
民
は
全
員
国
籍
を
も
ら
っ
た
が
、
後
に

ト
ロ
イ
発
掘
で
有
名
に
な
っ
た
シ
ュ
リ
ー

マ
ン
も
こ
の
時
ア
メ
リ
カ
人
に
な
り
、
し

か
も
短
期
間
で
し
こ
た
ま
儲
け
た
。
シ
ュ

リ
ー
マ
ン
は
自
伝
で
、
弟
を
探
し
に
行
っ

た
と
し
か
書
い
て
い
な
い
。

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
ュ
で
は
、
南
部
プ
ラ
ン

タ
ー
に
居
た
黒
人
奴
隷
も
大
量
に
活
用
さ

れ
た
。
奴
隷
制
農
業
は
、
実
際
は
余
り
利

益
に
な
ら
な
い
事
業
で
、
無
尽
蔵
に
安
く

新
人
が
採
用
出
来
な
い
限
り
ペ
イ
し
な
い

営
業
形
態
で
あ
る
。
奴
隷
が
必
要
に
な
る

の
は
種
蒔
と
収
穫
の
時
だ
け
で
、
後
は
養

う
費
用
が
か
か
る
か
ら
、
い
ず
れ
衰
退
す

る
商
売
で
あ
る
。

頭
の
良
い
人
間
が
こ
の
農
閑
期
の
黒
人

奴
隷
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
送
っ
て
、
金

鉱
掘
り
に
従
事
さ
せ
た
。
勿
論
費
用
は
安

い
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
給
与
を

下
げ
る
結
果
に
な
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か

ら
来
た
新
ア
メ
リ
カ
人
は
黒
人
奴
隷
を
嫌

っ
た
。
こ
の
為
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
州
は

奴
隷
州
に
な
ら
ず
、
多
く
は
自
由
州
に
な

っ
た
。

南
部
の
プ
ラ
ン
タ
ー
経
営
者
は
自
由
州

ば
か
り
が
増
え
る
国
の
情
勢
に
不
安
を
感

じ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
全
体
で
奴
隷
廃
止

に
な
る
前
に
分
離
独
立
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
こ
れ
が
１０
年
位
後
の
南
北
戦
争
の
伏

線
に
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
出
身
別
の
ク
ラ
ス
（
階

級
）
が
あ
っ
て
、
W
A
S
P
と
称
さ
れ
る

連
中
が
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
に
な
る
。
ホ
ワ
イ

ト
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
略
で
、
こ
の
上
東
部
の
有
名
大
学

卒
業
生
で
あ
れ
ば
極
上
で
あ
る
。
ポ
ー
ル

は
こ
の
条
件
に
合
致
す
る
か
ら
、
父
も
そ

う
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
自
慢
の
子
や
孫
が

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
女

と
結
婚
す
る
の
は
祖
母
と
し
て
は
気
に
入

ら
な
か
っ
た
ろ
う
、
と
推
測
し
て
い
る
。

ヘンリー・ブライアン

アメリカの初期西部開拓時代の人。
新設された町ラシーンの最初の市民
の一人で、第二代市長を務めた。妻
クラリッサ・フォーブスの間に８人
の子供を授かる。末っ子のコーネリ
アがポール・パーシー・ハリスの母。
１８４９年、ゴールドラッシュに浮かさ
れて西海岸に向かったが、これは無
謀で不成功な極めて高価な冒険に終
ってしまった。

母方祖父 ヘンリーブライアンのプロフィール

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ッ
セ
イ
の
予
定

�

ポ
ー
ル
へ
の
興
味

�

メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
と
ハ
リ
ス
家
の

関
係

�

独
立
戦
争
前
後
と
宗
教
的
不
寛
容

排
除

�

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
ポ
ー
ル
の

母
方
祖
父

�

南
北
戦
争
と
戦
争
絶
対
反
対

�

大
膨
張
時
代
と
ポ
ー
ル
の
青
春
遍
歴

�

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
へ
の
教
訓

	

ポ
ー
ル
が
ロ
ー
タ
リ
ー
に
求
め
た
も
の




シ
カ
ゴ
で
の
弁
護
士
生
活

�

ポ
ー
ル
の
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム

�

エ
マ
ソ
ン
の
思
想
と
ロ
ー
タ
リ
ー



ポ
ー
ル
の
性
格

�

ア
メ
リ
カ
史
の
魅
力
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アイルランド

ロ
ー
タ
リ
ー
の
メ
ン
バ
ー
に
は
地
理
に

強
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
少
し
く
ど

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
で
売
っ
て
い
る
世
界
地
図
は
全
て

日
本
が
中
心
に
存
在
す
る
が
、
他
国
で
は

そ
う
で
は
な
い
。
経
度
０
地
点
は
イ
ギ
リ

ス
の
グ
リ
ニ
ッ
チ
天
文
台
だ
か
ら
、
そ
こ

を
中
心
に
し
た
世
界
地
図
が
正
統
で
あ
る
。

日
本
製
地
図
で
は
左
上
方
に
あ
る
大
小

２
つ
の
島
が
世
界
を
股
に
か
け
て
暴
れ
廻

っ
た
イ
ギ
リ
ス
だ
が
、
現
在
は
大
き
く
分

け
て
４
つ
の
地
域
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。

東
の
大
島
の
上
の
部
分
が
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
、
ポ
ー
ル
・
パ
ー
シ
ー
・
ハ
リ
ス

夫
人
の
出
身
国
で
あ
る
。
彼
女
は
ア
メ
リ

カ
に
来
て
ポ
ー
ル
と
結
婚
し
、
死
後
又
故

国
に
帰
っ
た
。
下
の
部
分
が
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
、
ポ
ー
ル
の
祖
先
が
約
４
０
０
年
前

に
こ
こ
を
出
発
し
た
。
こ
の
２
国
は
現
在

エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世
と
言
う
共
通
の
国
王
を

有
し
て
い
る
が
、
常
に
分
離
独
立
の
気
分

を
持
っ
て
い
る
の
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

あ
る
。

西
の
小
島
の
下
の
部
分
が
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
共
和
国
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
し

て
長
い
間
苛
政
に
泣
い
た
が
、
や
っ
と
独

立
出
来
た
。
ポ
ー
ル
の
母
方
祖
父
は
こ
こ

の
出
身
で
あ
る
。
上
の
部
分
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
自
治
領
で
、
独
立
時
に
イ
ギ
リ
ス

人
植
民
勢
力
が
強
い
為
に
残
さ
れ
た
地
区

で
あ
る
。
当
時
か
ら
依
然
と
し
て
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
独
立
派
の
テ
ロ
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
見
て
来
る
と
、
ポ
ー
ル
の
育
っ
た

環
境
が
判
っ
て
来
て
、
こ
の
家
族
は
う
ま

く
行
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
て
し
ま
う
。
ポ
ー
ル
の
伝
記
を
読
ん
で

感
じ
る
の
は
、
彼
は
結
婚
す
る
迄
家
庭
的

ぬ
く
も
り
を
知
ら
ず
に
成
長
し
、
そ
れ
故

に
家
族
愛
に
代
る
友
情
を
求
め
て
い
た
。

彼
が
人
と
人
と
の
交
友
を
大
切
に
し
、
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
各
地
に
作
ろ
う
と
し

た
真
意
が
判
る
気
が
す
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は

ロ
ー
マ
時
代
か
ら
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
壁
と

言
う
長
城
で
分
れ
て
お
り
、
南
が
ロ
ー
マ

文
化
圏
、
北
が
野
蛮
人
の
世
界
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
２
つ
の
国
が
形
の
上
で
１
つ

に
な
っ
た
の
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
の
後

継
者
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ

１
世
が
選
ば
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
正
式
の

夫
婦
の
間
の
子
以
外
は
国
王
に
な
れ
な
い

か
ら
、
跡
取
り
が
居
な
い
と
、
共
通
の
親

か
ら
生
れ
た
兄
弟
姉
妹
に
迄
血
筋
を
遡
及

し
て
、
国
王
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
か
く

て
隣
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
王
が
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
国
王
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貴
族
は
国
会
議
員
に
な
っ

て
い
て
、
国
王
の
権
力
行
使
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
イ
ギ
リ
ス

国
教
徒
だ
っ
た
か
ら
、
輸
入
王
が
酒
と
女

に
か
ま
け
て
政
治
を
国
会
に
ま
か
せ
て
い

る
限
り
平
穏
だ
っ
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世

の
息
子
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世
は
熱
心
な
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
し
か
も
貴
族
の
権

利
に
介
入
し
た
為
、
国
会
と
の
間
に
武
力

闘
争
が
起
っ
て
、
敗
れ
た
。
勝
っ
た
の
は

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
領
袖
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
で
、

国
王
を
死
刑
に
し
た
上
独
裁
者
に
な
っ
た
。

彼
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
植
民
地
に
し
た
か

ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

を
恨
ん
で
い
る
。

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
死
後
チ
ャ
ー
ル
ズ
１
世

の
子
チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
が
国
王
に
な
っ
た

が
、
酒
と
女
に
し
か
興
味
が
な
い
の
で
無

事
だ
っ
た
。
そ
の
弟
ジ
ェ
ー
ム
ズ
２
世
が

政
治
と
宗
教
に
打
込
ん
だ
の
で
、
貴
族
階

級
と
の
間
で
紛
争
が
起
っ
た
。
親
戚
に
当

る
オ
ラ
ン
ダ
の
オ
レ
ン
ジ
公
ウ
ィ
リ
ア
ム

３
世
が
乗
込
ん
で
来
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
２

世
を
追
放
し
た
の
が
名
誉
革
命
だ
が
、
真

相
は
良
く
判
ら
な
い
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
２
世
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

を
味
方
に
し
て
、
回
復
を
企
っ
て
失
敗
し

�
�
��

�
��
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写真で見
る

写真で見
る

ロータリーとその家族ロータリーとその家族ロータリーとその家族
IINNTTEERROO

TTAA

世界から馳せ参じたローターアクター 当地区からも代表・幹事始め大勢参加 各国毎に舞台でプレゼン

��������
RRCC ������ RRCC ��		 RRCC

杉戸小学校でのあいさつ運動 川口医療センターへ設置したベンチを解体修理 中学校で生徒と一緒に団子製作

杉戸東中学校でのあいさつ運動 修理後、見違えるほどきれいになりました。 EM菌団子による河川浄化作戦、団子投下の様子



		 RRCC ���� RRCC �� RRCC

台湾古亭RCと姉妹クラブに調印 献血活動、たくさんの献血が集まりました（上尾駅東口） 岩槻まつりで岩槻高校インターアクト
とバザー開催

全員そろって記念撮影 上尾高校インターアクトホストによる年次大会開催

このページは皆様のクラブやロータリー家族からの投稿を写真入りで掲載します。
投稿はガバナー事務所まで。E-mail : ri２７７０iwabuchi@plum.plala.co.jp
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